
局 部 課

3 年度

9

10

当該指標を選定した理由
 ■児童生徒の運動意欲を高め、運動習慣の確立を図り、運動能力を全国水準まで向上させるための手段

として参加校を増やす。

目標値の設定根拠・算出方法  ■令和２年度より参加校数としたが実施できなかったため、再設定する。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 - 55 55

実績値 47 0

達成率 - 0%

目標値の設定根拠・算出方法  ■幼小中高147校園の過半数

実績値 60 60

達成率 100% 86%

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

みんいく実践校数 校

目標値 60 70 65 74

当該指標を選定した理由
■幼児児童生徒の睡眠を中心とする生活習慣の改善に取り組むことで、不登校の改善を図るため実践校を

増やす。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

堺スポーツチャレンジランキング参加校

数
校

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

 ■体力向上推進事業（５小中学校を体力向上研究校として指定し、調査研究を実施）

 ■関西大学と連携した体力向上サポーターの活用

 ■堺市体力向上検討会議（関西大学教授をスーパーバイザーとして、本事業の効果検証

　　及び体力向上に関わる実践研究に関わる協議等を行う）

 ■堺スポーツチャレンジランキング事業（小学校対抗長縄跳び）

 ■睡眠教育を推進するリーダー育成研修会を年間６回程度実施

 ■みんいくフォーラムや、みんいく実践成果報告会を実施

 ■基本的な生活習慣定着に向けて、全市への啓発チラシを作成し、配付

 ■みんいくDVDを作成し、配付

 ■睡眠教育推進校への啓発シールを作成し、配付

 ■実践校で睡眠アンケートを実施し、成果を発信

主な支出先（委託・補助金・負担金等） -

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

 ■市立全学校園の幼児児童生徒・保護者・教職員、私立幼保子ども園の幼児児童・保護者・教職員、市民

公民連携・協働事業 -

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

 ■児童生徒の運動意欲を高め、運動習慣の確立を図る。

 ■堺市の児童生徒の体力、運動能力を全国水準まで向上させる。

 ■幼児児童生徒の睡眠を中心とする生活習慣の改善に取り組むことで、不登校の改善を図る。

　　また中学校区を軸に幼小中の連携、さらにPTAや地域住民等と連携することで、地域コミュニティを促進する。

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

 ■本庁

点検年度 令和 7 年度

2 関連計画  ■堺市教育大綱、第3期未来をつくる堺教育プラン

事業開始年度 平成 24

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

実施根拠
 ■教育基本法　学習指導要領　スポーツ推進計画

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

―

4.2

―

施策3.将来に希望が持てる子育て・教育 ～Children's future～ (2) 子どもの可能性を伸ばし未来を切り拓く力を育む教育の推進

取組の方向性 ③健やかな心身の育成

ゴール⑷質の高い教育をみんなに ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

有

4

事業の概要

-

Ⅰ．基本情報

有 取組 睡眠教育・食育の推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

事務事業名 体力向上・睡眠教育推進事業 事業番号 038-052

担当部署名 教育委員会事務 学校教育 生徒指導

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業



（ ）

14

15

うち

一般財源

151

171 171 R3 予算

単位区　　分 令和元年度

60

2,469

41,150

令和2年度

60

2,154

35,900

R3 予算

16 16

0 0

JFAアカデミー堺サッカー教室バス借

上料 0 0

0 0

623 481

R2

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

 ■感染拡大防止の観点から、本来、実践校数増加を図るべき活動が縮小されたため実践校数は増やせなかったが、コロナ禍における生活様式の

　　変化や不安により不登校児童生徒が増加傾向にあるなか、生活リズムを見直し、整えることで実践校においては不登校数の減少や自己肯定感

　　の増加の傾向が見られた。また、分散登校などで、低下した児童の体力と向き合い、実態にあった体育の授業計画の再編成ができ、安全安心な

　　授業ができた。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

■睡眠に関する絵本やリーフレットを作成し、啓発することで幼児児童生徒の睡眠を中心とする生活習慣の改善に取り組めた。

■書面開催であったが、関大との連携で体力推進校５校と体力向上の取組を進め、各校園に広めることができた。

■コロナ対策により会場費などが使用されなかった

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 睡眠教育推進にかかる経費、人件費50% 

堺スポーツチャレンジランキングホー

ムページ運営業務

R2 決算 155 155 R2 決算

①  ■みんいく実践校数 校

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

R3 予算 43 0 R3 予算
みんいくリーダー研修会場借上料等

R2 決算 48 0 体育指導力向上研修伝達講習

会会場借上料等

決算

みんいくのすすめ印刷製本費
R2 決算 371 0 研究指定校講演会講師招聘等

旅費

R2 決算

体力向上研究校等消耗品費

R3 予算 664 0 R3 予算

体力向上サポーター等謝礼金
R2 決算 734 306 JFAアカデミー堺サッカー教室会場

使用料

R2 決算

事業費

151

R3 予算 881 70 R3 予算 0

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

0

R2 決算 840 840

R3 予算 664 0 R3 予算

R2 決算 369 0

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 6,800 7,169 7,802 5,948 6,342

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 2,292 2,082 2,197 1,452 738

人件費  （ｂ） 3,280 3,240 3,280 3,280 3,280

受益者負担金(使用料、手数料等）　

1,324子ども教育ゆめ基金繰入 747 998 1,325 703その他

財

源

内

訳

国支出金 481 849 1,000

3,520 3,929 4,522 2,668 3,062

513 1,000

府支出金　

決算 決算 予算 決算 予算

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

事務事業名 体力向上・睡眠教育推進事業 事業番号 038-052

令和3年度　事務事業評価シート（２）


